
様式第 5号 

令和４年度 学校関係者評価実施報告書 
 

学 校 名 静岡県立三島長陵高等学校 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

自主的・自律的な 
学ぶ姿勢の育成 
と、確かな学力の 
定着 

･少人数授業、習熟度別授 
業、TT等による授業実施 

Ｂ Ａ 
・生徒の実情に合わせて対応できて
いる。 

･補習・学習相談等の実施 
Ｂ Ｂ 

･少人数の形態により早期の対応が 
可能である。 

･丁寧な学習指導・修得を 
目指した履修指導 Ａ Ａ 

･丁寧できめ細かい履修指導がなさ 
れている。 

･測定ツールで把握した学 
力に基づき、授業改善に取
り組む 

Ｂ Ｂ 
･分析結果を次年度の課題解決に早 
くつなげてほしい。 

･授業のユニバーサルデザ 
イン化と生徒の主体的な 
学習の推進を目的にICT 
機器を積極的に活用して 
授業改善に取り組んだと 
答える教員80％以上 
（令和３年度76.3％） 

Ｂ Ｂ 

･生徒を含めICTをうまく活用して 
いる。 
･授業改善には職員の意識を変えて 
いくことが必要である。 

･全教員の授業相互参観の 
実施（年１回以上） Ｃ Ｃ 

･今年度参観していない職員は来年 
度は必ず参観させるべきである。 

･授業評価で授業がわかり 
やすいと答える生徒90％ 
以上（令和３年度88.8％） 

Ｃ Ｂ 
･わかりやすかったポイントの分析 
が望まれる。 

･新学習指導要領への移行 
に伴う授業時間割の作成
と適正な履修指導(継続) 

Ｂ Ｂ 
･新学習指導要領の内容を熟慮･検討 
した上での履修指導を期待する。 

･校内研修の実施（５回） 
（令和３年度５回） 

Ｂ Ｂ 
･有意義な研修が行われ、生徒への
理解も深まったように思われる。 

イ 

基本的な生活習 
慣の確立と、自立 
心と社会性の涵 
養 
 

･家庭連絡や定期的な出欠 
情報の提供（毎月） 

Ａ Ａ 
･大切なことであるので継続してほ 
しい。 

･各授業の欠席、遅刻の減少 
を進め、履修率65％以上 
（令和３年度63.6％） 

Ｂ Ｂ 
･生徒個々の事情に応じたケアをす 
ることにより、履修率は高まると 
思われる。 

･３、５、７限の校内巡視に 
よる時間厳守の呼びかけ 

Ａ Ａ 
･職員の声掛けは生徒の励みになる 
ので継続してほしい。 

･進んで挨拶ができると答 
える生徒65％以上 
（令和３年度65.3％） 

Ａ Ａ 
･挨拶ができることは地域からの信 
頼を得ることにつながる。 

･毎朝の登校指導、公共マナ
ーに関する働きかけ 

Ｂ Ｂ ･継続してほしい。 

･日常清掃や草花の育成等、 
環境美化活動の実施によ 
り、教室等校内がきれいだ 
と感じる生徒の割合85％ 
以上（令和３年度83.8％） 

Ａ Ａ 
･８割以上の生徒が｢きれいだ｣と感 
じるのは望ましい限りである。 
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ウ 

キャリア教育を 
通して、一人ひと 
りの生き方の育 
成 

･進路講演会、キャリアガイ 
ダンス等の実施(９回) 

Ａ Ａ 
･早い時期から自分の進路を考える 
ことが大切である。 

･「進路だより」の発行 Ｂ Ｂ ･とても良い成果が出ている。 
･進路指導が子どもの進路 
実現のために役立ってい 
ると答える保護者80％以 
上（令和３年度80％） 

Ｂ Ｂ 
･本校に入学して大変良かったと胸 
を張る卒業生が更に増えることを 
期待する。 

･就職支援室の取組により、 
就職者への継続的な個別 
支援を行う。 

Ａ Ａ ･更なる個別支援の徹底を望む。 

･連絡会議、研修会等の実施 
Ｂ Ｂ 

･相手側との密なる情報交換を期待 
する。 

･関係機関や上級学校等と 
の連携による進路情報収 
集(通年) 

Ｂ Ｂ 
･生徒にとってより有利になる情報 
収集に注力してほしい。 

･外部講師による講話・実習 
の実施 

Ａ Ａ 
･有意義な講話･実習を継続してほ 
しい。 

･リベラ・ヒューマン・サポ 
ート等のＮＰＯ法人との 
連携 

Ｂ Ｂ 
･サポートステーション事業(就労 
支援)については、より連携できる。 

エ 

心身ともに健康 
で、他を思いやる 
心豊かな感性の 
涵養 

･スクールカウンセラーを 
活用した個に応じた細や 
かなカウンセリングの実 
施（通年） 

Ｂ Ｂ 
･対応は大変になるが、支援が必要 
な生徒の掘り起こしができればよ 
い。 

･「相談室だより」の発行 
（９回） 
（令和３年度10回） 

Ａ Ａ 
･工夫され、充実した｢相談室だより｣ 
が発行されている。 

･「保健だより」の発行 
（９回） 

Ａ Ａ ･更なる充実に期待する。 

･校内研修、講演会の実施 
Ｂ Ｂ 

･障がいや特性を持つ生徒の理解、 
生徒の心理面の理解が深まるとよ 
い。 

･特別支援学校及び通級学 
級(中学校)への視察 

Ｂ Ｂ 
･中学校の特別支援学級の状況等を 
視察できればよい。 

･「図書館だより」の発行 
（９回） 

Ａ Ａ 
･ますます充実した情報提供に期待 
する。 

･図書室を利用したイベン 
トを実施し、図書室利用者 
数の増加を図る 

Ａ Ａ 
･良い活動が実施され、成果も見ら 
れる。 

･PTA花いっぱい運動によ 
る花壇や中庭等美化活動 
（２回） 

Ｂ Ｂ 
･より多くの協力者が現れることに 
期待する。 

･PTA、後援会等の文化祭や 
学校行事への支援（３回） 

Ａ Ａ ･支援･協力体制の強化に期待する。 

･部活動指導により、部活動 
に満足していると答える 
生徒75％以上 
(令和３年度75％) 

Ａ Ａ 
･部活動がより大きな学校の魅力 
となるよう指導してほしい。 

･生徒主体の文化祭を実施 
し、文化祭に満足している 
と答える生徒70％以上 

Ｂ Ｂ 
･文化祭の展示では、様々な創意工 
夫がなされていた。 
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オ 

東部の生涯学習 
拠点として、開か 
れた学校づくり 
を推進 

･学習講座の充実、広報 Ａ Ａ ･更なる充実･発展に期待する。 

･放送大学、静岡中央高校通 
信制課程との連絡会議 
（毎月） 

Ａ Ａ 
･良い活動であるので継続してほ 
しい。 

･HPの充実・活用 
(月１回以上) 

Ａ Ａ 
･充実した良い内容の活動報告が発 
信されている。 

･39メールによる的確な情 
報発信 

Ａ Ａ ･特になし。 

･学校案内や学校紹介の改 
善（毎年） 

Ａ Ａ ･特になし。 

･学校見学、個別説明を希望 
する保護者や生徒への丁 
寧な説明と対応 

Ａ Ａ 
･地域に根差した拠点校としての丁 
寧でわかりやすい情報提供を期待 
する。 

カ 

適正な事務処理 
及びワークライ 
フバランスの充 
実 

･監査での文書指摘事項ゼ 
ロ 

Ａ Ａ ･目標が達成され、何よりである。 

･適切な窓口及び電話対応 
(毎日) 

Ｂ Ｂ ･丁寧･適切な対応がなされている。 

･施設、設備の安全点検 
（毎月） 

Ａ Ａ ･特になし。 

･図書室の開室 
(生徒登校時毎日) 

Ａ Ａ ･明るく活用しやすい雰囲気が良い。 

･週１回の定時終業を実施 
する。 

Ｂ Ｂ 
･業務時間のばらつきが常態化しな 
いようにしてほしい。 

 


